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冬

季

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
招
致
と

志
賀
高
原
岩
菅
山
の
自
然
保
護

わたなべ りゅういち

(信州大学教育学部志賀

自然教育研究施設)
1947年 東京に生る。東

京都立大学院生物学科を

卒業。1977年 よ り長野県

志賀高原にある信州大学

の自然教育研究施設に勤

務。

地域の自然を理解する
ことで新 しい自然と社会

のあり方を考える活動を

めざしている。

渡
辺

隆

一

一
九
八
七
年
十
二
月
十
九
日
と

一
九
九
〇
年
四
月
五
日
と

は

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な

っ
た
。
前
者
は
志
賀
高
原
の

岩
菅
山
に
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
、
巨
大
な

ス
キ
ー
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
日
で
あ
り
、

後
者
は
多
く
の
人
た
ち
の
長
く
苦
し
い
開
発
反
対
運
動
の
中

で
、
そ
れ
が
突
然
に
中
止
と
な
っ
た
日
な
の
で
あ
る
。
私
に

と
っ
て
は
、
岩
菅
山
問
題
は
突
然
に
降
り
掛
か
り
、
そ
し
て

突
然
に
中
止
と
な

っ
た
、
い
か
に
も
振
り
回
さ
れ
て
ば
か
り

の
二
年
半
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
実

に
多
く
の
自
然

保
護
に
か
け
る
力
が
結
集
し
て
、
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招
致

を
名
目
と
し
た
岩
菅
山
開
発
と
い
う
、
社
会
的
に
は
強
者
の

自
然
破
壊
の
意
向
を
翻
さ
せ
た
運
動
な
の
で
あ

っ
た
と
思
う
。

そ
の
経
過
を
振
り
返
り
、
こ
の
運
動
の
中
で
何
が
行
わ
れ
、

何
が
問
題
だ

っ
た
の
か
私
な
り
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ、ク
招
致
と
志
賀
高
原
岩
菅
山
開
発
問
題
の

簡
単
な
経
緯

一
九
八
五
年
十
二
月
十
八
日

長
野
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
準
備
委
員
会
設
立
。
長
野
県
自
然
保
護
連
盟
も
参
加
、

「自
然
保
護
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
」
要
望
。

一
九
八
六
年
六
月
九
日

山
ノ
内
町
で
ア
ル
ペ
ソ
、
白
馬
村

で
ノ
ル
デ
ッ
ク
と
決
定
。
こ
の
時
の
不
明
瞭
な
選
定
が
最
も

大
き
な
疑
惑
と
し
て
後
々
ま
で
問
題
に
な
り
続
け
る
。

一
九
八
七
年
十
二
月
十
九
日

五
輪
開
催
計
画
書
を
決
定
、

公
表
。
志
賀
高
原
の
岩
菅
山
に
巨
大
な
コ
ー
ス
が
描
か
れ
て

い
る
。

一
九
八
八
年
二
月
二
十
七
日
●
長
野
県
自
然
保
護
連
盟
が
最

初
の

「
五
輪
と
自
然
保
護
」
学
習
会
。
岩
菅
山
開
発
問
題
に

つ
い
て
、
科
学
的
立
場
か
ら
調
査
団
を
つ
く
り
対
処
す
る
こ

と
と
し
た
。
三
月
二
十
九
日
県
に
対
し
、
自
然
保
護
へ
の
留

意
を
要
達魂

四
月
二
十
三
-
二
十
四
日
に
第

一
回
岩
菅
山
現

地
調
査
を
行
う
。

三
月
二
十
六
日

全
日
本
ス
キ
i
連
盟

(S
A
J
)
が
岩
菅

山
視
察
。
四
月
十
六
日
に
も
日
本
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
委
員
会

(J
O
C
)
が
視
察
。

五
月
十
六
日

長
野
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招
致
自
然
保
護
専

門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

六
月

一
日

J
O
C
総
会
で
長
野
市
が
国
内
候
補
に
決
定

(旭
川
、
盛
岡
、
山
形
)
。

六
月
十
七
日

志
賀
高
原
岩
菅
山
自
然
環
境
調
査
委
員
会

(以
下
、
岩
菅
山
調
査
委
員
会
)
を
長
野
県
が
設
置
。

七
月
十

一
日

山
ノ
内
町
の
有
志
で
岩
菅
山
問
題
を
地
元
と

し
て

「考
え
る
会
」
を
つ
く
る
相
談
を
す
る
。

七
月
二
十
八
日

地
元

「岩
菅
山
を
考
え
る
会
」
発
足
。
最

初
は
反
対
す
る
た
め
の
会
で
は
な
か
っ
た
。



八
月
十
八
日

長
野
県
自
然
保
護
連
盟

「岩
菅
山
コ
!
ス
開

設
は
問
題
、
他
の
地
域
に
移
す
よ
う
」
要
独兎

十

一
月
三
十
日

長
野
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

「岩
菅
山
コ
ー

ス
建
設
反
対
」
声
明
。
以
後
多
く
の
民
間
団
体
が
反
対
声
明
、

要
請
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

八
九
年

一
月
二
十
九
日

長
野
県
自
然
保
護
連
盟

「冬
季
五

輪
と
自
然
保
護
シ
ン
ポ
」
開
催
。
招
致
に
大
資
本
の
利
害
の

影
や
五
輪
そ
の
も
の
の
体
質
の
変
化
を
指
摘
。

四
月
二
十
二
日

山
ノ
内
町
に
お
い
て

「冬
季
五
輪
と
自
然

保
護

シ
ン
ポ
」
、
岩
菅
山
を
考
え
る
会
と
長
野
県
自
然
保
護

連
盟
の
共
催
、
賛
否
多
数
の
意
見
が
討
論
さ
れ
た
。

九
月
二
十
五
日

日
本
生
態
学
会
が

「岩
菅
山
コ
ー
ス
開
設

反
対
」
の
要
請
を
招
致
委
員
会
、
県
知
事
、
長
野
市
長
ら
に

提
出
。
そ
の
後
、
日
本
ほ
乳
類
学
会

(十
月
二
十
四
日
)
、

日
本
山
岳
会

(十

一
月
十
七
日
)
等
が
相
次

い
で
反
対
要
請

を
行
う
。

九
月
二
十
六
日

岩
菅
山
調
査
委
員
会
が

「裏
岩
菅
山

コ
!

ス
を
支
持
す
る
」
最
終
報
告
書
を
提
出
。
渡
辺
は
辞
任
し
た
。

十
月
十
二
日

長
野
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
が
全

国
組
織
に
改
組
さ
れ
、
堤
氏
が
名
誉
会
長
に
な
り
、
い
よ
い

よ
表
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
。

十
月
二
十
九
日

長
野
市
長
選
挙
で

「五
輪
反
対
」
だ
け
を

訴
え
て
き
た
江
沢
の
り
こ
さ
ん
が
現
職
市
長

(約
十
万
)
に

対
し
て
一
万
五
千
余
票
を
獲
得
し
、
五
輪
問
題
の
大
き
な
広

が
り
を
明
ら
か
に
し
た
。

十
二
月
十
九
日

猪
谷
I
O
C
理
事
が

「岩
菅
山
開
発
反
対

の
意
見
書
が
1
0
C
会
長
ら
に
届
い
て
い
る
」
と
報
告
、
自

然
保
護
問
題
が
国
際
的
に
な
っ
て
き
た
。

十
二
月
二
十
日

(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会
が

「長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
計
画
に
関
す
る
岩
菅
山
山
域
の
保
護
に

つ
い
て
の
意
見
書
」
提
出
。

一
九
九
〇
年

一
月
十
三
日

北
海
道
自
然
保
護
協
会
が

「岩

菅
山
コ
!
ス
を
と
り
や
め
、
県
下
の
既
存
ス
キ
ー
場
を
利
用

す
る
」
よ
う
要
望
書
提
出
。

一
月
二
十
二
日

招
致
自
然
保
護
専
門
委
員
会
、
裏
岩
菅
山

案
を
多
数
と
し
た
報
告
を
提
出
。

一
月
二
十
六
日

招
致
委
員
会
、
滑
降
コ
ー
ス
裏
岩
菅
山
に

決
定
。

二
月
十
三
日

招
致
委
員
会
、
I
O
C

(
ロ
ー
ザ
ソ
ヌ
)

へ

正
式
立
候
補
届
出
。

三
月

一
日

(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会
は
国
際
自
然
保
護
連

合

(I
U
C
N
)
の
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン
会
長
に

「
五
輪
開
催
に

あ
た

っ
て
I
O
C
は
自
然
環
境

へ
の
配
慮
を
最
優
先
す
る
よ

う
」
働
き
か
け
る
事
を
求
め
た
書
簡
を
提
出
。

三
月
二
十
二
日

S
A
J
に
よ
る
岩
菅
山
現
地
視
察
、
堤
会

長
は
多
少
の
コ
ー
ス
変
更
で
自
然
保
護

へ
の
配
慮
を
し
た
修

正
案
を
自
ら
の
ホ
テ
ル
で
記
者
に
発
表
。

三
月
二
十
七
日

(財
)日
本
自
然
保
護
協
会
に
よ
る

「修
正

案
」

へ
の
反
論
、
そ
の
後
W
W
F
J
他
も
相
次
い
で
反
対
意

見
。
四
月
五
日

堤
J
O
C
会
長
に
よ
る
岩
菅
山
開
発
断
念
の
突

然
の
発
表
。

四
月
十
二
日

堤
J
O
C
会
長
辞
任

以
上
が
岩
菅
山
問
題
の
大
ま
か
な
流
れ
で
す
。
こ
の
中
で

私
は
地
元
で
は
山
ノ
内
町
の
青
年
達
を
主
に
し
た

「岩
菅
山

を
考
え
る
会
」
に

一
住
民
と
し
て
、
長
野
県
自
然
保
護
連
盟

に
は
自
然
保
護
を
訴
え
運
動
す
る
立
場
か
ら
、
県
の
岩
菅
山

自
然
環
境
調
査
委
員
会
に
は
研
究
者
と
し
て
、
ま
た
日
本
生

能
笙
会

の
要
請
文
の
作
成
、
送
付
に
は
地
元
の
会
員
と
し
て
、

参
加
協
力
を
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
や
組
織
は
性
格
や

立
場
が
異
な
る
わ
け
で
、
個
人
と
し
て
は
そ
の
使
い
分
け
が

難
し
い
場
面
も
あ
っ
た
。

八
五
年
に
冬
季
五
輪
が
話
題
に
な
り
、
や
が
て
長
野
市
を

主
催
都
市
と
し
て
山
ノ
内
町
と
白
馬
村
に
競
技
を
分
担
す
る

と
い
う
計

画
が
明
ら

か
に
さ
れ
、

そ
の
中
で

志
賀
高
原

に
ア
ル
ペ

ン
競
技
が

く
る
と
言

う
噂
が
た
っ

た
。
こ
れ

は
大
変
な

こ
と
に
な

る
の
で
は

な
い
か
と

心
配
し
て

い
た
と
こ

岩 菅 山.山 すそ は 紅葉 、 山 頂部 は雪 を か ぶ って 白 く輝

い て い た(奥 志賀 よ り1989.10.18)

ろ
、
八
七
年
十
二
月
十
九
日
に
長
野
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招

致
委
員
会
の
計
画
書
が
発
表
さ
れ
た
。
な
ん
と
こ
の
志
賀
高

原
の
奥
地
、
ス
キ
ー
場
だ
ら
げ
の
中
に
あ

っ
て
開
発
か
ら
残

さ
れ
た
最
後
の
山
、
そ
し
て
こ
の
地
域
の
最
高
峰
の
岩
菅
山

に
巨
大
な
ス
キ
ー
場
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
。

私
は
志
賀
高
原
に
あ
る
信
州
大
学
教
育
学
部
の
自
然
教
育

研
究
施
設
と
い
う
全
国
で
も
唯

一
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
所
に

一
九
七
七
年
以
来
勤
務
し
、
学
生
や
観
光
客
、
地
元
の
人
た

ち
に
自
然
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
実
際
の
自
然
の
中
で
話
し
、

と
も
に
自
然
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
し
て
き
た
。
志
賀
高

原
は
巨
大
な
観
光
地
の
割
に
は
奥
行
き
の
あ
る
豊
か
な
自
然

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
元
で
突
然
、
巨
大
な
開
発
話
が

持
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
り
、
当
然
に
見
過
ご
せ
な
い
大
問
題

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
各
地
の
自
然
保
護
運
動
に

側
面
か
ら
参
加
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
実
際
に
自
分
で
そ
う
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し
た
運
動
を
始
め
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
か
、
そ
し

て
い
ろ
い
ろ
な
混
乱
を
引
ぎ
起
こ
す
こ
と
か
、
な
ど
さ
ま
ざ

ま
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
日
は
と
に
か
く
岩
菅
山
の
何

が
問
題
か
、
反
対
運
動
の
中
で
、
私
や
地
域

の
人
た
ち
が
ど

う
考
え
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
考
え
に
考
え
、
翌
日
ワ
ー
プ

ロ
に
向
か

っ
て
一
気
に
書
き
上
げ
た
の
が

[岩
菅
山
の
オ
リ

奥志賀

弓ガ菰

N

'
雪
《
.

一 ノ瀬

r

M
岩菅山

館山

鷲寺小屋山

1987

焼額

19771967

焼額山焼額山

蓮溺

志 賀 山

▲

2k掴

描 手由

藍館山
寺小屋山

ソ
ビ
ッ
ク
ス
キ
ー
コ
ー
ス
開
設
の
問
題
点
]
と
題
す
る
意
見

書
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
私
の
考
え
を
知

っ
て
い
た
だ
く
上

で
資
料
と
し
て
引
用
し
た
い

(巻
末
)
。

こ
の
主
な
内
容
は
、

一
、
岩
菅
山
地
域
は
、
貴
重
な
自
然

の
財
産
と
し
て
手
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
二
、
地
域
開

発
の
あ
り
方
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
住
民
が
主
体
的
に
選
択

す
べ
き
。
の
二
点
で
あ

っ
た
。
前
者
は
こ
れ
ま
で
見

鰍

博

西
東館山西館

語

寺小屋山

坊寺山

♂ 志賀山合

噸

寒

坊寺

`

蔚 山 熊ノ湯

図1志 賀高原、スキー場開発の歴史

志賀山

坊執

愈 ア

慧
横手山

て
き
た
志
賀
高
原
の
自
然
の
あ
り
よ
う
か
ら
で
、
後

者
は
、
地
元
の
地
権
者
で
さ
え
正
式
に
は
岩
菅
山
開

発
の
事
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
、
と
言
う
非
民

主
的
な
決
定

へ
の
抗
議
と
こ
れ
を
機
会
に
、
志
賀
高

原
の
ゆ
き
す
ぎ
た
開
発
を
考
え
直
す
機
会
と
し
た
い

希
望
か
ら
で
あ
っ
た
。
書
い
て
は
見
た
も
の
の
ど
こ

へ
送
る
か
、
結
局
年
賀
状
が
わ
り
に
地
元
や
全
国
の

友
人
、
知
人
に
ば
ら
ま
い
た
。
地
元
の
新
聞
社
に
も

投
書
し
て
み
た
が
案
の
定
採
用
は
さ
れ
な
か

っ
た
。

や
が
て
こ
の
岩
菅
山
開
発
は
地
元
に
と
っ
て
も
冬
季

オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
と
い
う
国
際
的
な
行
事
を
持
ち
出
さ

な
け
れ
ば
開
発
で
き
な
い
面
倒
な
事
情
の
あ
る
山
で

も
あ
っ
た
の
だ
と
言
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
い
ろ

い
ろ
な
面
で
疑
問
を
も
つ
人
た
ち
と
も
連
絡
が
つ
き
、

一
九
八
八
年
二
月
に
は
長
野
県
自
然
保
護
連
盟
主
催

の
五
輪
学
習
会
が
持
た
れ
、

[岩
菅
山
と
五
輪
問
題

調
査
団
]
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
三
月
に

は
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

(S
A
J
)
の
、
四
月
に
は

J
O
C
の
現
地
調
査
等
が
あ
り
、
岩
菅
山
の
自
然
保

護
は
長
野
に
と

っ
て
急
速
に
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招

致
の
大
き
な
問
題
点
と
な

っ
て
き
た
。
こ
の
時
点
で

は

一
九
九
八
年
の
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
に
は
旭
川
、

盛
岡
、
山
形
、
長
野
の
国
内
四
都
市
が
立
候
補
し
て

お
り
、
な
か
で
も
盛
岡
は
す
で
に
新
幹
線
や
高
速
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
ス
キ
ー
競
技
施
設
が
あ
る
こ

と
な
ど
で
最
有
力
と
い
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
長
野
の
招
致
委
員
会
は
こ
う
し
た
自
然
保
護
の

声
に
対
処
す
る
た
め
よ
う
や
く
自
然
保
護
専
門
委
員
会
を
設

け
問
題
点
の
検
討
を
始
め
た
。
(財
)日
本
自
然
保
護
協
会
の

沼
田
真
会
長
を
委
員
に
引
き
込
む
こ
と
で
自
然
保
護
の
世
論

を
納
め
、
全
体
の
報
告
と
し
て
は
岩
菅
山
で
納
得
し
て
も
ら

う
形
に
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
行
政
の
期
待

に
反
し
て
、
研
究
者
で
も
あ
る
氏
の
客
観
的
な
判
断
は
も
っ

と
も
的
確
強
固
で
あ
り
、

「岩
菅
山
は
自
然
地
域
と
し
て
開

発
す
べ
き
で
な
い
」
と
す
る
意
見
を

一
貫
し
て
つ
ら
ぬ
い
て

く
れ
、
私
た
ち
の
考
え
の
正
し
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

同
時
に
長
野
県
は
行
政
と
し
て
客
観
的
な
調
査
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
自
然
科
学
者
を
組
織
し

「志
賀
高
原
岩
菅
山
自

然
環
境
調
査
委
員
会
」
を
設
け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
や
は

り
名
目
で
あ
っ
て
自
然
保
護
に
対
す
る
五
輪
推
進
の
為
の
対

策
だ
っ
た
。
す
で
に
反
対
運
動
に
走
り
出
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
は
、
こ
の
調
査
が
い
か
に
客
観
的
に
行
わ
れ
て
も
結
局
は

ア
セ
ス
に
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
委
員
の
間
は
反
対
運

動
は
や
り
に
く
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
当
初
は

参
加
を
断

っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
岩
菅
山
が
客
観
的
に
調

査
さ
れ
る
こ
と
は
保
護
す
る
に
し
ろ
開
発
さ
れ
る
に
し
ろ
必

要
な
こ
と
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
植
生
担
当
と
し
て
参
加
し

た
。
こ
う
し
て
、
招
致
側
と
連
盟
側
、
県
の
三
者
に
自
然
保

護
の
委
員
会
と
調
査
団
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

六
月

一
日
に
J
O
C
は

一
九
九
八
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
候

補
を
長
野
に
決
定
し
た
。
こ
の
経
過
に
は
明
ら
か
に
S
A
J

会
長
で
あ
り
、
同
時
に
西
武
と
い
う
巨
大
資
本
の
総
帥
で
あ

る
堤
義
明
氏
の
意
向
と
作
戦
と
が
表
れ
て
お
り
、
長
野
招
致

が
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
運
動
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
誰
の
目

に
も
は

っ
き
り
し
て
し
ま
っ
た
。

六
月
に
長
野
で

「全
国
ブ
ナ
シ
ン
ポ
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
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お
り
に
(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会
の
工
藤
父
母
道
氏
に
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
名
目
で
開
発
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
岩
菅

山
を
実
際
に
み
て
も
ら

っ
た
。
志
賀
高
原
の
余
り
の
開
発
ぶ

り
と
対
照
的
に
残
さ
れ
た
岩
菅
山
、
そ
の
対
岸
の
焼
額
山
に

開
発
拠
点
を
持
つ
国
土
計
画
K
K
の
ホ
テ
ル
群
と
を
見
て
、

岩
菅
山
の
開
発
は
自
然
保
護
上
問
題
が
多
い
と
意
見
は

一
致

し
た
。
以
後
(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会
は
機
関
誌

「自
然
保

護
」
誌
上
で
岩
菅
上
と
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
問
題
を
集
中
的

に
取
り
上
げ
、
全
国
的
に
、
ま
た
I
U
C
N
等
国
際
的
に
も

大
き
な
運
動
を
展
開
し
て
く
れ
た
。
岩
菅
山
の
地
元
、
山
ノ

内
町
で
も
こ
う
し
た
県
や
全
国
レ
ベ
ル
で
問
題
に
な

っ
て
い

る
岩
菅
山
の
開
発
を
自
分
達
の
問
題
と
し
て
考
え
な
げ
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
る
人
が
で
て
き
て
、
七
月

の
末
に
や
っ
と

[岩
菅
山
を
考
え
る
会
」
が
で
き
た
。
以
後
毎
月
集
ま
る
中

で
お
互
い
の
情
報
や
考
え
を
基
に
問
題
点
を
話
し
合
い
、
や

が
て
は
岩
菅
山
開
発
反
対
を
町
の
中
で
の
圧
力
に
屈
せ
ず
に

明
確
に
宣
言
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

今
回
の
長
野
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招
致
の
過
程
の
中
で
は
、

[な
ぜ
、
山
ノ
内
町
が
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
、
あ
の
ア
ル
ペ
ソ

王
国
と
言
わ
れ
た
白
馬
村
が
ノ
ル
デ
ッ
ク
な
の
か
]
は
最
大

の
謎
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
今
回
の
招
致
運
動
が
企
業
の

た
め
で
あ
り
、
欺
ま
ん
だ
と
す
る
声
の
起
き
る
北旦
尽
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
関
心
あ
る
人
た
ち
と
も
連
絡
を
取
り

つ
つ
、
問
題
点
の
検
討
を
す
る
中
で

[岩
菅
山
の
新
規
開
発

は
止
め
る
べ
き
で
あ
る
、
ど
う
し
て
も
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク

を
長
野
へ
招
致
し
た
い
の
な
ら
、
既
設
の
ス
キ
ー
場
で
や
る

べ
き
で
あ
る
]
と
言
う
基
本
的
な
考
え
が
生
ま
れ
、
八
九
年

一
月
に
長
野
市
で
、
四
月
に
は
地
元
山
ノ
内
町
で

[冬
季
五

輪
と
自
然
保
護
シ
ン
ポ
]
を
開
催
す
る
中
で
主
張
し
て
い
っ

た
。
企
業
が
裏
に
い
る
招
致
運
動
と
い
う
側
面
が
次
第
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
岩
菅
山
開
発

へ
の
こ
だ
わ
り
を

続
け
る
長
野
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
招
致
は
、

そ
れ
自
身
が
ま

す
ま
す
不
透
明
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
き
、
岩
菅
山
問
題
は
県

民
ば
か
り
で
な
く
広
く
全
国
的
に
も
大
き
な
広
が
り
を
持

つ

よ
う
に
な
っ
た
。
(財
)日
本
自
然
保
護
協
会
を
初
め
と
し
て
、

北
海
道
自
然
保
護
協
会
、
日
本
生
態
学
会
、
ほ
乳
類
学
会
、

日
本
山
岳
会
、
全
国
労
山
、
全
国
自
然
保
護
連
合
等
は
次
々

と
岩
菅
山
開
発
反
対
声
明
を
出
し
、
招
致
委
員
会
ば
か
り
で

な
く
世
界
中
の
I
O
C
委
員
に
向
け
て
も
自
然
保
護
要
請
が

行
わ
れ
た
。
中
で
も
北
海
道
自
然
保
護
協
会
は
か
つ
て
の

[札
幌
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
に
よ
る
恵
庭
岳
の
自
然
破
壊
]
と
い

う
経
験
を
持

っ
て
い
る
だ
げ
に
、
反
対
声
明

(N
C
七
〇
号

一
九
九
〇

・
三
月
参
照
)
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
貴
重
な
経
験

を
基
に
か
つ
て
の
運
動
の
経
過
の
情
報
や
実
際
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
、
ま
た
現
地
調
査

へ
の
参
加
等
、
遠
路
に
も
か
か
わ
ら

ず
実
に
強
力
に
支
援
し
て
く
れ
た
。

県
の
岩
菅
山
調
査
委
員
会
の
中
で
多
様
な
研
究
分
野
か
ら

の
調
査
報
告
や
意
見
を
聞
い
て
い
る
と
、
分
野
に
よ
っ
て
自

然
保
護
に
た
い
す
る
見
方
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
も
の
だ
と
い

う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
地
形

・
地
質
班
は
防
災
と
い
う

視
点
が
強
く
、
技
術
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
。
動
物
馬

植
生
は
も
っ
ぱ
ら
現
況
調
査
に
徹
し
た
が
、
そ
の
評
価
に
つ

い
て
は
全
く
個
人
的
見
解
に
た
っ
て
い
た
。
地
域
の
自
然
や

そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
達
の
価
値
や
意
味
に
つ
い
て
は
、
確

か
に
今
の
と
こ
ろ
客
観
的
に
説
明
で
き
る
な
ん
の
論
理
も
な

い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ
た
。
そ
れ
で
力
不
足
は
知
り

つ
つ
も
岩
菅
山
の
自
然
を
志
賀
高
原
や
山
ノ
内
町
全
体
の
中

で
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

「植
生
評
価
」
と
い
う
調
査
項
目
を
担
当
し
、
い
く
つ
か
の

試
み
を
行

っ
た
。
以
上
の
個
別
的
項
目
に
対
し
て
景
観
は
自

然
の
要
素
と
そ
の
社
会
的
な
評
価
の
両
面
を
含
ん
で
お
り
、

単
な
る
言
葉
以
上
に
総
合
化
さ
れ
た
科
学
で
あ
り
、
こ
う
し

た
開
発
問
題
に
対
し
て
は
も

っ
と
も
大
き
な
比
重
が
あ
る
べ

き
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
植
生
と
同
様
客
観
的
な
評
価

法
が
確
立
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
岩
菅
山

調
査
は
長
野
県
に
お
け
る
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
と
い
う

背
景
も
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
り
精
力
的
に
行
わ
れ
た

が
、
各
分
野
の
報
告
に
基
ず
く
相
互
討
論
の
機
会
は
必
ず
し

も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
二
年
間
に
わ
た
る
県
の
岩
菅

山
調
査
委
員
会
の
最
終
報
告
は
、

一
九
八
九
年
九
月
に
提
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
数
度
の
ま
と
め
の
委
員
会
が
開
か
れ
、

そ
こ
で
初
め
て
研
究
者
に
よ
る
自
然
保
護
問
題
が
集
中
的
に

討
議
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
で
は
科
学
的
、
客
観
的
に

議
論
さ
れ
て
き
た
委
員
会
で
の
意
見
は
、
途
端
に
冬
季
オ
リ

ソ
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
個
人
的
見
解
の
相
違
か
ら
多
様
に
な
り
、

一
致
し
た
文
章
に
は
到
底
ま
と
ま
ら
な
い
。
長
時
間
の
討
議

の
結
果
の

[種
々
検
討
し
た
結
果
、
裏
岩
菅
山
変
更
案
で
や

む
な
し
]
と
と
れ
る
結
論
に
は
私
と
し
て
は
賛
成
で
き
ず
に
、

最
終
段
階
で
辞
任
願
い
を
提
出
し
た
。

こ
の
岩
菅
山
調
査
委
員
会
の
目
的
は

「長
野
冬
季
オ
リ
ソ

ピ
ッ
ク
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
滑
降
コ
ー
ス
等
に
予
定
さ
れ
て

い
る
志
賀
高
原
岩
菅
山
の
施
設
整
備
予
定
地
域
の
自
然
状
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
自
然
保
護

へ
の
配
慮
等
を
総
合
的

に
検
討
す
る
」
と
あ
り
、
五
輪
の
是
非
を
議
論
す
る
も
の
で

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
結
論
の
中
の

「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
開
催
の
た
め
に
は
、
競
技
コ
ー
ス
と
し

て
の
条
件
を
備
え
た
施
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
現
実
の
課

題
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
は
、
明
ら
か
に
自
然
科
学
的
調
査

の
範
囲
を
越
え
て
い
る
。
研
究
の
分
野
に
よ
っ
て
開
発
に
対

す
る
見
方
が
異
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い
し
、
個
人
に
よ
っ

て
も
評
価
が
異
な
る
の
は
し
か
た
が
な
い
。
し
か
し
、
冬
季

オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
自
体
の
評
価
を
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ

り
、
岩
菅
山
の
科
学
的
調
査
の
結
果
と
そ
の
問
題
点
の
指
摘

だ
け
で
、
十
分
で
あ

っ
た
は
ず
だ
と
今
も
考
え
て
い
る
。

一

般
に
大
学
の
研
究
者
が
通
常

つ
き
あ
う
の
は
学
生
や
同
僚
、

同
分
野
の
研
究
者
と
い
っ
た
狭
い
範
囲
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
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う
し
た
行
政
か
ら
の
委
託
調
査
に
対
し
て
、
真
に
科
学
的
判

断
を
貫
く
こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
は
招
致
側
と
し

て
は
、
研
究
者

に
よ
る
岩
菅
山
開
発
の
お
墨
付
き
を
得
た
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
二
月
、
長
野
冬
季
オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
招
致
委
員

会
は
、
全
て
の

[岩
菅
山
開
発
反
対
の
士呂

を
振
り
切

っ
て

1
0
C
に
立
候
補
を
行

っ
た
。
私
た
ち
は
、

一
九
九
八
年
の

開
催
地
が
決
定
さ
れ
る

一
九
九

一
年
六
月
英
国
で
の
1
0
C

総
会
ま
で
の
長
い
戦
い
を
覚
悟
し
た
。

し
か
し
、
運
動
の
成
果
は
徐
々
に
表
わ
れ
、

[五
輪
を
名

目
に
し
た
岩
菅
山
開
発
]
と
い
う
主
張
は
広
く
世
界
的
に
も

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で
は
、
た
と

え
、
三
十

m
コ
ー
ス
を
下
げ
、
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
コ
ー
ス
を
作

ら
な
い
と
堤
氏
自
身
が
記
者
会
見
に
望
み
、
最
後
の
妥
協
だ

と
言

っ
て
み
て
も
、
も
は
や
そ
れ
は
自
然
保
護

へ
の
配
慮
と

は
到
底
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
譲
歩

に
対
す
る
(財
)

日
本
自
然
保
護
協
会
の
反
論
は
大
き
く
効
を
そ
う
し
、
四
月

五
日
の
J
O
C
会
長
に
よ
る
突
然
の

[岩
菅
山
開
発
断
念
]

発
表
に
至

っ
た
。
地
元
山
ノ
内
町
初
め
、
長
野
県
関
係
者

一

同
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
県
民
は

[や
は
り
、
招
致
運
動

の
裏
に
企
業
の
思
惑
が
あ

っ
た
]
事
を
明
確

に
知

っ
た
。

現
在
の
世
界
の
環
境
悪
化
そ
し
て
自
然
破
壊
を
考
え
る
と

き
、
自
然
保
護
は
何
に
も
ま
し
て
考
え
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
多
く
の
人
々
は
切
実
に
感
じ
て
い

る
。
そ
ん
な
時
に
、
い
や
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
岩
菅
山
開
発

の
た
め
に
冬
季
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
と
い
う
世
界
的
な
お
祭
り
を

持
ち
だ
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
地
元

で
十
分
に
討
論
す
る
場
も
時
も
持
た
な
い
ま
ま
で
、
県
知
事

や
町
長
と
い
っ
た
有
力
者
に
振
り
回
さ
れ
て
き
た
志
賀
高
原

の
最
後
の
未
開
発
地
、
岩
菅
山
は
今
か
ろ
う
じ
て
開
発
か
ら

一
時
免
れ
た
。
し
か
し
、
岩
菅
山
を
地
域
の
た
め
に
こ
れ
か

ら
ど
う
し
て
行
く
の
か
、
慎
重
に
、
時
間
を
か
け
て
地
元
が

主
体
的
に
考
え
る
と
き
が
や
っ
と
来
た
の
だ
と
思
う
。

と
も
あ
れ
、
岩
菅
山
の
開
発
阻
止
の
た
め
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
全
国
の
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

強潔
戦 桶・.濃 細

攣 剖 ・ ▲,・ 石山
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図2山 ノ内町とMABエ リア(中 央がコアで周辺が
バッファー)、 魚野川原生流域

資

料

岩
菅
山
の
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
コ
ー
ス
開
設
の
問
題
点

一
九
八
七

・
一
二

・
二
〇

渡
辺

隆

一

長
野
冬
期
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク

(
一
九
九
八
年
)
招
致
委
員
会

が
十
二
月
十
九
日
に
発
表
し
た
ア
ル
ペ
ソ
競
技
の
男
女
滑
降
、

ス
ー
パ
ー
大
回
転
は
、
志
賀
高
原
の
岩
菅
山
に
新
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る

(図
参
照
)
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
は
開
発
さ
れ
ず
に
残

っ
て
き
た
岩
菅
山
の
貴
重
な
自
然
環

境
が
失
わ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
計

画
は
今
後
の
地
域
の
あ
り
方
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
計
画
に
つ
い
て
は
多
く
の

問
題
点
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
以
下
に
論
じ
た
い
。

一

岩
菅
山
地
域
は
、
貴
重
な
自
然
の
財
産
と
し
て
手
を
つ

け
る
べ
き
で
は
な
い
。

今
や
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
に
お
い
て
も
手
つ
か
ず

の
自
然
地
域
は
極
め
て
少
な
く
な
り
、
貴
重
な
存
在
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
豊
か
な
原
生
的
自
然
の
も
つ
価
値
は

今
後
貴
重
な
も
の
と
し
て
見
直
さ
れ
、
良
好
な
環
境
資
源
と

し
て
、
又
観
光
資
源
と
し
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な

る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、
近
年
の
自
然
観
察
や
森
林

浴
ブ
ー
ム
に
も
す
で
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

貴
重
な
原
生
的
自
然
は

一
度
失
わ
れ
る
と
、
人
工
的
に
は
二

度
と
作
り
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も

一
地

域
の
み
な
ら
ず
、
全
人
類
的
な
財
産
と
言
え
る
ほ
ど
の
重
要

な
も
の
な
の
で
あ
る
。

今
回
の
開
発
の
対
象
地
、
岩
菅
山
の
南
東
斜
面
は
魚
野
川

の
流
域
で
あ
り
、
そ
こ
は
林
道
は
元
よ
り
登
山
道
も
ほ
と
ん

ど
な
い
文
字
ど
お
り
の
秘
境
で
あ
り
、
全
く
の
原
生
林
地
域

で
あ
る
。
こ
の

一
帯
1
万
㎞
に
も
お
よ
ぶ
広
大
な
手
つ
か
ず

の
大
原
生
林
地
帯
と
い
う
の
は
、
自
然
の
比
較
的
豊
か
な
長

野
県
下
に
お
い
て
も
他
に
類
を
見
な
い
。
又
広
く
、
日
本
全

体
を
見
て
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
え
よ
う
。
そ
の
貴
重
な

原
始
性
は
、
岩
菅
山
頂
に
リ
フ
ト
が
か
か
る
と
い
う
今
回
の

計
画
で
著
し
く
そ
こ
な
わ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
貴
重
な
自
然
地
域
の
保
護
は
世
界
的
に
も
叫
ば

れ
て
お
り
、
国
連
の
機
関
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
で
は
M
A
B

(人
間
生
存
、
ζ
軸5

m5
α
盛
Φ
匹
o
ω9
Φ
お
)
と
い
う
計

画
で
、
世
界
各
地
に
そ
の
た
め
の
生
物
保
護
圏
を
設
定
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
屋
久
島
、
白
山
、
大
台
が
原
、

そ
し
て
こ
の
志
賀
高
原
の
4
箇
所
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
計
画
で
は
上
述
し
た
よ
う
な
原
生
的
自
然
域
を
中
心
エ
リ

ア
と
し
て
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
隣
接
地
に
、

a
.
積

極
的
に
自
然
の
回
復
を
促
進
す
る
自
然
回
復

エ
リ
ア
、
h

農
林
業
や
観
光
と
い
っ
た
人
間
活
動
と
の
調
和
を
計
る
伝
統
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的
利
用
エ
リ
ア
、

c
.
そ
う
し
た
人
間
活
動
や
保
護
が
、
自

然
に
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
長
期
間
に
調
査
研
究

す
る
実
験
エ
リ
ア
、
の
三
地
区
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

つ
ま
り
国
際
的
に
は
、
残
さ
れ
た
も
の
を
た
だ
守
る
と

い
う
だ
げ
で
は
な
く
、
積
極
的
に
、
世
界
の
自
然
の
質
を
高

め
る
よ
う
に
回
復
さ
せ
、
人
間
生
存
の
た
め
の
よ
り
よ
い
環

境
を
作
り
出
そ
う
と
ま
で
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
開
発
の
対
象
と
な

っ
て
い
る

岩
菅
山
の
北
面
は
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
回
復
の
た
め
の
エ
リ

ア
に
相
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
度
は
伐

採
の
手
が
入
っ
た
と
は
い
え
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、

コ
メ
ツ
ガ

等
の
針
葉
樹
を
中
心
に
森
林

へ
の
回
復
は
徐

々
に
始
ま
っ
て

お
り
、
人
の
踏
み
込
め
な
い
こ
の
広
大
な
領
域
は
現
在
、
ク

マ
や
カ
モ
シ
カ
の
良
好
な
生
息
地
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
岩
菅
山
西
面
は
、
反
対
側
の
魚
野
川
原
生
地
域
の
前
面

に
位
置
し
て
、
人
間
活
動
か
ら
そ
の
貴
重
な
自
然
を
守
る
た

め
の
緩
衝
地
域
と
な

っ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
自

身
も
原
生
的
自
然

へ
と
豊
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
自
然
は
、
二
度
と
還
ら
な
い
。
こ
の

残
さ
れ
た
魚
野
川
原
生
流
域
と
い
う
貴
重
な
自
然
を
守
る
こ

と
は
元
よ
り
、
そ
れ
に
接
す
る
岩
菅
山
西
面
も
、
も
は
や
新

た
な
開
発
に
手
を
付
け
る
こ
と
な
く
、
豊
か
な
自
然

へ
と
回

復
さ
せ
る
こ
と
が
、
観
光
を
中
心
と
し
た
志
賀
高
原
の
生
活

に
と
っ
て
最
良
の
道
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

二

地
域
開
発
の
あ
り
方
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
住
民
が
主

体
的
に
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
で
の
生
活
は
そ
こ
だ
け
で
完
結
し
て
い
る
の
で
は
な

汽

東
京
や
広
く
世
界
に
さ
え
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

、
そ
の
重
要
な
部
分
は
や
は
り
地
域
の
自
然
条
件
に
多
く
を
た

よ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
の
水
源
や
農
林
業
の
資
源
と

な
り
、
さ
ら
に
、
観
光
で
生
き
る
こ
こ
志
賀
高
原
に
と
っ
て

自
然
は
こ
と
さ
ら
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
内
で

の
大
き
な
開
発
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
又
こ
れ
か
ら
も
地
元
住

民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
そ
の
開
発
の
あ
り
方
は
住
民
本
意
の
も
の
、
住
民
が

自
ら
学
習
し
、
開
拓
し
、
選
択
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
の
志
賀
高
原
の
自
力
開
発

に
よ
る
ス
キ
ー
場
と
し
て
の
発
展
が
好
ま
し
い
事
例
と
し
て

各
方
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

大
資
本
の
導
入
も

一
つ
の
選
択
で
あ
る
と
い
え
ば
、
そ
れ
も

確
か
に

一
つ
の
方
策

で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に

も
、
地
元
住
民

へ
の
十
分
な
説
明
と
合
意
の
形
成
が
計
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
岩
菅
山

へ
の
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の
新
設
は
、
単
に

一

時
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
巨
大
さ
と
規
模
の
大
き
さ

の
故
に
、
既
存
の
ス
キ
ー
場
配
置
や
そ
の
あ
り
方
に
も
、
極

め
て
大
き
な
影
響
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
長
野
よ
り

蛇盟
返
場
ま
で
の
道
路
も
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
コ
ー
ス
い
か
ん
で
は
こ
れ
又
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ

る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
地
元
で
の
十
分

な
検
討
が
行
わ
れ
た
と
は
到
底
言
い
が
た
い
。

コ
ー
ス
は
岩

菅
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
外
に
コ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
な
い
の
か
も
含
め
て
、
地
元
で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

地
元
に
お
い
て
は
、
岩
菅
山
は
山
ノ
内
町
の
象
徴
と
し
て

手
を
付
け
ず
に
お
く
方
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
大
勢
で

は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
元
住
民
の
感

情
を
、
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
と
い
う
錦
の
み
旗
で
上
か
ら

一
方
的

に
押
え
つ
け
る
の
は
民
主
的
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
地

元
の
人
た
ち
の
心
か
ら
の
協
力
の
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
行
事

は
無
意
味
で
あ
り
、
虚
し
い
。
今
日
の
岩
菅
山
ス
キ
ー
コ
ー

ス
新
設
問
題
に
つ
い
て
地
元
住
民
が
十
分
に
検
討
し
、
選
択

で
き
る
機
会
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
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